
事後評価結果（平成２６年度）
担 当 課：中国地方整備局 道路部 道路計画課

担当課長名：岡本 雅之

事業名 中国横断自動車道 姫路鳥取線 事業 一般国道 事業 国土交通省
ひめじとつとり

智頭～鳥取 区分 主体 中国地方整備局
ち づ とつとり

起終点 自：鳥取県八頭郡智頭町市ノ瀬 延長
や ず ち づ ちようい ち の せ

至：鳥取県鳥取市本高 ２４．７km
とつとり もとだか

事業概要

中国横断自動車道姫路鳥取線は、姫路市を起点に兵庫県・岡山県・鳥取県の3県を通過し、鳥取市に至る延

長86kmの国土開発幹線自動車道である。

この内、智頭～鳥取間は、H15.12.25の第1回国土開発幹線自動車道建設会議を経て、H16.1.30に新直轄方式

に切り替わった鳥取県八頭郡智頭町市ノ瀬から鳥取市本高に位置する延長24.7kmの道路である。

事業の目的・必要性

本路線は中国縦貫自動車道・山陰自動車道と接続することにより、中国地方の広域的な交通ネットワークを

形成し、瀬戸内海側地域と日本海側地域を結ぶ幹線道路として、輸送時間の短縮、周辺道路の交通混雑の緩和

を図り、沿線地域の産業・経済発展及び地域活性化に重要な役割を果たすものである。

事業概要図

事 事業期間 事 業 化 年 度 Ｈ９年度 用 地 着 手 Ｈ１１年度 供用年 (当初) ―／ H21年度 変

業 都 市 計 画 決 定 Ｈ８年度 工 事 着 手 Ｈ１３年度 (暫定/完成) (実績) ―／ H21年度 動 1.00 倍

の 事業費 計画時 (名目値) 952億円 / - 実 績 (名目値) 952億円 / - 変

効 (暫定/完成) (実質値) 832億円 / - (暫定/完成) (実質値) 832億円 / - 動 1.00 倍

果 交通量 計画時 実 績 変

等 (当該路線) (暫定/完成) 19,100～23,500台/日/ － (暫定/完成) 9,900～14,300台/日/ － 動 52～61％

旅行速度向上 38.6 → 64.6 km/h 交通事故減少 48.8 → 25.3 件／年

(供用前現道→当該路線) (供用前年次)Ｈ17年度 (供用後年次)Ｈ２２年度 (供用前現道→供用後現道) (供用中年次)Ｈ17～Ｈ20年 (供用後年次)Ｈ22～Ｈ24年

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 1,058億円 総便益 2,009億円 基準年

分 析 結 果 １．９ 事 業 費 ： 997億円 走行時間短縮便益： 1,477億円 Ｈ２０年

（再評価） 維持管理費： 61億円 走行経費減少便益： 345億円

交通事故減少便益： 187億円

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 1,272億円 総便益 1,542億円 基準年

分 析 結 果 １．２ 事 業 費： 1,176億円 走行時間短縮便益： 1,095億円 Ｈ２６年

（事後） 維持管理費： 96億円 走行経費減少便益： 246億円

交通事故減少便益： 202億円

事業遅延によるコスト増 費用増加額 便益減少額

－ 億円 － 億円



事業遅延の理由
特になし

客観的評価指標に対応する事後評価項目
①円滑なモビリティの確保
・都市間高速バスの利便性が向上【鳥取～大阪間 38便/日→41便/日 3時間29分→3時間11分】

・第三種空港(鳥取空港)へのアクセスが向上【智頭町役場～鳥取空港】

②物流効率化の支援

・大都市圏への農林水産品の流通の利便性向上【鳥取地方卸売市場～豊中IC間 210分→182分】

③国土・地域ネットワークの構築

・鳥取県東部と山陽・京阪神の拠点都市間を高規格幹線道路で連絡し、中国地方における広域的なネット

ワークを形成

④個性ある地域の形成

・鳥取県東部地域の年間観光客入り込み数が増加【約259万人（H19）⇒約337万人（H25）】

⑤安全で安心できるくらしの確保

・三次医療施設へのアクセス向上【八頭郡智頭町～県立中央病院(三次医療施設) 42分→28分】

⑥安全な生活環境の確保

・並行する国道53号の交通量減少による死傷事故件数の減少【48.8件/年→25.3件/年】

⑦災害への備え

・国道53号の代替性を確保【智頭町～鳥取市間通行止め件数 1.4件/年→0件/年】

他7項目に該当

その他評価すべきと判断した項目

当該区間の整備により、国際コンテナ通行支障区間の解消及び物流活動を支援している。

当該区間の整備により、鳥取県東部地域への企業進出が増加するなど地域産業を支援している。

環境影響評価に対応する項目

特になし

その他評価すべきと判断した項目
特になし

事業評価監視委員会の意見

審議の結果、事業の効果が発現しており、当該事業に関しては今後の事後評価及び改善措置は必要ないとし

た事業者の判断は妥当であると意見集約した。

事業を巡る社会経済情勢等の変化

・周辺道路では、平成25年3月に鳥取自動車道（大原IC～西粟倉IC間：約8.8km）が開通。また、鳥取ICで連結

する山陰道（鳥取IC～鳥取西IC間：約1.8km）が平成25年12月に、国道29号津ノ井バイパスが平成12年度ま

でに全線暫定開通。

・沿線地域では、企業進出が活発化するとともに、新たな工業団地の造成が進展。

今後の事後評価の必要性及び改善措置の必要性
本事業は暫定供用により、現時点では十分な効果を発揮しており、今後とも中国地方の広域的なネットワー

クの一部として、物流支援、国道53号の代替性の確保、救急救命活動の支援などが見込まれることから、改め

て事業評価を実施する必要はない。

また、現時点では事業目的に見合った事業効果の発現が確認されたことから、今後の改善措置の必要はない。

計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

特に、同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性はない。

特記事項
特になし

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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